
教科 学年 第2学年

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

見えないだけ 2

言葉がもつ価値を認識する
とともに、読書を生活に役
立て、我が国の言語文化を
大切にして、思いや考えを
伝え合おうとする。

【知・技】語句について理解
し、話や文章の中で使うことを
通して、語感を磨き語彙を豊か
にしている。（(1)エ）

【態】進んで語感を磨き、今
までの学習を生かして朗読し
ようとしている。

アイスプラネット 5

文章全体と部分との関係に
注意しながら、登場人物の
設定のしかたなどを捉える
ことができる。

【知・技】情報と情報との関係
のさまざまな表し方を理解し
使っている。（(2)イ）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、文章全体と部分との関係に注意し
ながら、登場人物の設定のしかたなど
を捉えている。（C(1)ア）

【態】登場人物の設定のしか
たなどを積極的に捉え、学習
課題に沿って考えたことを伝
え合おうとしている。

単語をどう分ける？ 2

単語の活用、助詞や助動詞
などの働き、文の成分の順
序や照応など文の構成につ
いて理解することができ
る。

【知・技】単語の活用、助詞や
助動詞などの働き、文の成分の
順序や照応など文の構成につい
て理解している。（(1)オ）

【態】学習課題に沿って、積
極的に自立語について理解を
深めようとしている。

魅力的な提案をしよう 5

自分の立場や考えが明確に
なるように、根拠の適切さ
や論理の展開などに注意し
て、話の構成を工夫するこ
とができる。（

【知・技】言葉には、相手の行
動を促す働きがあることに気づ
いている。（(1)ア）

【思・判・表】話すこと・聞くこと」
において、資料や機器を用いるなどし
て、自分の考えがわかりやすく伝わる
ように表現を工夫している。

【態】自分の考えがわかりや
すく伝わるように粘り強く表
現を工夫し、学習の見通しを
もってプレゼンテーションを
しようとしている。

枕草子 3

現代語訳や語注などを手が
かりに作品を読むことを通
して、古典に表れたものの
見方や考え方を知ることが
できる。

【知・技】作品の特徴を生かし
て朗読するなどして、古典の世
界に親しんでいる。（(3)ア）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、文章を読んで理解したことや考え
たことを知識や経験と結び付け、自分
の考えを広げたり深めたりしている。
（C(1)オ）

【態】文章を読んで理解した
ことや考えたことを進んで知
識や経験と結び付け、学習課
題に沿って自分ならではの季
節感を表す文章を書こうとし
ている。

クマゼミ増加の原因を
探る

5

文章と図表などを結び付
け、その関係を踏まえて内
容を解釈することができ
る。

【知・技】情報と情報との関係
のさまざまな表し方を理解し
使っている。（(2)イ）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、文章全体と部分との関係に注意し
ながら、主張と例示との関係などを捉
えている。（C(1)ア）

【態】積極的に文章と図表な
どを結び付けて内容を解釈
し、学習の見通しをもって考
えたことを話し合おうとして
いる。

情報を整理して伝えよ
う

5

情報と情報との関係のさま
ざまな表し方を理解し使う
ことができる。

【知・技】情報と情報との関係
のさまざまな表し方を理解し
使っている。（(2)イ）

【思・判・表】「書くこと」におい
て、目的や意図に応じて、社会生活の
中から題材を決め、多様な方法で集め
た材料を整理し、伝えたいことを明確
にしている。（B(1)ア）

【態】多様な方法で集めた情
報を粘り強く整理し、学習の
見通しをもって職業ガイドを
作ろうとしている。

漢字１ 1

言葉がもつ価値を認識する
とともに、読書を生活に役
立て、我が国の言語文化を
大切にして、思いや考えを
伝え合おうとする。

【知・技】第１学年までに学習
した常用漢字に加え、その他の
常用漢字のうち350字程度から
450字程度までの漢字を読んで
いる。また、学年別漢字配当表
に示されている漢字を書き、文
や文章の中で使っている。
（(1)ウ）

【態】学習課題に沿って、積
極的に漢字を読んだり書いた
りしようとしている。

短歌に親しむ 5

短歌を読んで理解したこと
や考えたことを知識や経験
と結び付け、自分の考えを
広げたり深めたりすること
ができる。

【知・技】抽象的な概念を表す
語句の量を増すとともに、話や
文章の中で使うことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。（(1)エ）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、観点を明確にして短歌を比較する
などし、表現の効果について考えてい
る。（C(1)エ）

【態】表現の効果について進
んで考え、学習の見通しを
もって短歌を創作しようとし
ている。

言葉の力 2

文章を読んで理解したこと
や考えたことを知識や経験
と結び付け、自分の考えを
広げたり深めたりすること
ができる。

【知・技】本や文章などには、
さまざまな立場や考え方が書か
れていることを知り、自分の考
えを広げたり深めたりする読書
に生かしている。（(3)エ）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、文章を読んで理解したことや考え
たことを知識や経験と結び付け、自分
の考えを広げたり深めたりしている。
（C(1)オ）

【態】文章を読んで理解した
ことや考えたことを進んで知
識や経験と結び付け、今まで
の学習を生かして考えたこと
を伝え合おうとしている。

言葉１ 1

言葉がもつ価値を認識する
とともに、読書を生活に役
立て、我が国の言語文化を
大切にして、思いや考えを
伝え合おうとする。

【知・技】抽象的な概念を表す
語句の量を増すとともに、類義
語と対義語、同音異義語や多義
的な意味を表す語句などについ
て理解し、話や文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。（(1)エ）

【態】今までの学習を生かし
て、積極的に類義語と対義
語、多義的な語句、抽象的な
概念を表す語句などについて
理解しようとしている。

国語

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準



デジタル市民として生
きる

3

意見と根拠、具体と抽象な
ど情報と情報との関係につ
いて理解することができ
る。

【知・技】意見と根拠、具体と
抽象など情報と情報との関係に
ついて理解している。（(2)
ア）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、目的に応じて複数の情報を整理し
ながら適切な情報を得て、内容を解釈
している。（C(1)イ）

【態】複数の情報を進んで整
理しながら適切に読み取り、
学習課題に沿って目的や状況
に応じた情報収集のしかたに
ついて考えをまとめようとし
ている。

翻訳作品を読み比べよ
う

3

観点を明確にして文章を比
較するなどし、文章の構成
や表現の効果について考え
ることができる。

【知・技】本や文章などには、
さまざまな立場や考え方が書か
れていることを知り、自分の考
えを広げたり深めたりする読書
に生かしている。（(3)エ）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、観点を明確にして文章を比較する
などし、文章の構成や表現の効果につ
いて考えている。（C(1)エ）

【態】表現の効果について進
んで考え、学習課題に沿って
二つの翻訳を比べて感じたこ
とを発表しようとしている。

ヒューマノイド 4

登場人物の言動の意味など
について考えて、内容を解
釈することができる。

【知・技】話や文章の構成や展
開について理解を深めている。
（(1)オ）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、登場人物の言動の意味などについ
て考えて、内容を解釈している。
（C(1)イ）

【態】登場人物の言動の意味
について粘り強く考え、今ま
での学習を生かして作品の印
象を伝え合おうとしている。

字のない葉書 3

本や文章などには、さまざ
まな立場や考え方が書かれ
ていることを知り、自分の
考えを広げたり深めたりす
る読書に生かすことができ
る。

【知・技】本や文章などには、
さまざまな立場や考え方が書か
れていることを知り、自分の考
えを広げたり深めたりする読書
に生かしている。（(3)エ）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、観点を明確にして文章を比較する
などし、文章の構成や表現の効果につ
いて考えている。（C(1)エ）

【態】文章の構成や表現の効
果について進んで考え、今ま
での学習を生かして考えたこ
とを伝え合おうとしている。

表現を工夫して書こう 3

敬語の働きについて理解
し、話や文章の中で使うこ
とができる。

【知・技】言葉には、相手の行
動を促す働きがあることに気づ
いている。（(1)ア）

【思・判・表】「書くこと」におい
て、根拠の適切さを考えて説明や具体
例を加えたり、表現の効果を考えて描
写したりするなど、自分の考えが伝わ
る文章になるように工夫している。
（B(1)ウ）

【態】自分の考えが伝わる文
章になるように積極的に工夫
し、学習課題に沿って手紙や
電子メールを書こうとしてい
る。

表現の効果を考える 1

言葉には、相手の行動を促
す働きがあることに気づく
ことができる。

【知・技】言葉には、相手の行
動を促す働きがあることに気づ
いている。（(1)ア）

【思・判・表】「書くこと」におい
て、読み手の立場に立って、表現の効
果などを確かめて、文章を整えてい
る。（B(1)エ）

【態】進んで文章を整え、今
までの学習を生かして手紙を
推敲しようとしている。

言葉２ 1

敬語の働きについて理解
し、話や文章の中で使うこ
とができる。

【知・技】敬語の働きについて
理解し、話や文章の中で使って
いる。（(1)カ）

【態】今までの学習を生かし
て、積極的に敬語の働きにつ
いて理解しようとしている。

聞き上手になろう 2

言葉には、相手の行動を促
す働きがあることに気づく
ことができる。

【知・技】言葉には、相手の行
動を促す働きがあることに気づ
いている。（(1)ア）

【思・判・表】「話すこと・聞くこ
と」において、論理の展開などに注意
して聞き、話し手の考えと比較しなが
ら、自分の考えをまとめている。
（A(1)エ）

【態】論理の展開などに注意
して粘り強く聞き、今までの
学習を生かして思いや考えを
引き出すインタビューをしよ
うとしている。

漢字２ 1

言葉がもつ価値を認識する
とともに、読書を生活に役
立て、我が国の言語文化を
大切にして、思いや考えを
伝え合おうとする。

【知・技】第１学年までに学習
した常用漢字に加え、その他の
常用漢字のうち350字程度から
450字程度までの漢字を読んで
いる。また、学年別漢字配当表
に示されている漢字を書き、文
や文章の中で使っている。
（(1)ウ）

【態】積極的に同訓異字や同
音異義語を理解し、学習課題
に沿って漢字を読んだり書い
たりしようとしている。

モアイは語る 5

意見と根拠、具体と抽象な
ど情報と情報との関係につ
いて理解することができ
る。

【知・技】意見と根拠、具体と
抽象など情報と情報との関係に
ついて理解している。（(2)
ア）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、文章の構成や論理の展開について
考えている。（C(1)エ）

【態】論理の展開について粘
り強く吟味し、学習の見通し
をもって筆者の主張に対する
自分の考えを文章にまとめよ
うとしている。

適切な根拠を選んで書
こう

5

伝えたいことがわかりやす
く伝わるように、段落相互
の関係などを明確にし、文
章の構成や展開を工夫する
ことができる。

【知・技】意見と根拠、具体と
抽象など情報と情報との関係に
ついて理解している。（(2)
ア）

【思・判・表】「書くこと」におい
て、伝えたいことがわかりやすく伝わ
るように、段落相互の関係などを明確
にし、文章の構成や展開を工夫してい
る。（B(1)イ）

【態】粘り強く根拠の適切さ
を考え、学習の見通しをもっ
て意見文を書こうとしてい
る。

月夜の浜辺 1

抽象的な概念を表す語句の
量を増すとともに、話や文
章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊か
にすることができる。

【知・技】抽象的な概念を表す
語句の量を増すとともに、話や
文章の中で使うことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。（(1)エ）

【態】進んで表現の効果につ
いて考え、今までの学習を生
かして詩を味わおうとしてい
る。

平家物語 1

現代語訳や語注などを手が
かりに作品を読むことを通
して、古典に表れたものの
見方や考え方を知ることが
できる。

【知・技】作品の特徴を生かし
て朗読するなどして、古典の世
界に親しんでいる。（(3)ア）

【態】進んで古典に表れたも
のの見方や考え方を知り、今
までの学習を生かして朗読し
ようとしている。

扇の的 3

作品の特徴を生かして朗読
するなどして、古典の世界
に親しむことができる。（

【知・技】作品の特徴を生かし
て朗読するなどして、古典の世
界に親しんでいる。（(3)ア）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、登場人物の言動の意味などについ
て考えて、内容を解釈している。
（C(1)イ）

【態】登場人物の言動の意味
について進んで考え、学習課
題に沿って考えたことを伝え
合おうとしている。

仁和寺にある法師 4

文章を読んで理解したこと
や考えたことを知識や経験
と結び付け、自分の考えを
広げたり深めたりすること
ができる。

【知・技】作品の特徴を生かし
て朗読するなどして、古典の世
界に親しんでいる。（(3)ア）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、文章を読んで理解したことや考え
たことを知識や経験と結び付け、自分
の考えを広げたり深めたりしている。
（C(1)オ）

【態】積極的に知識や経験と
結び付けて考えを広げたり深
めたりし、学習の見通しを
もって登場人物について論じ
る文章を書こうとしている。

漢詩の風景 5

作品の特徴を生かして朗読
するなどして、古典の世界
に親しむことができる。

【知・技】作品の特徴を生かし
て朗読するなどして、古典の世
界に親しんでいる。（(3)ア）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、観点を明確にして漢詩を比較する
などし、漢詩の構成や表現の効果につ
いて考えている。（C(1)エ）

【態】進んで漢詩の構成や表
現の効果を考え、今までの学
習を生かして朗読しようとし
ている。

君は「最後の晩餐」を
知っているか

3

情報と情報との関係のさま
ざまな表し方を理解し使う
ことができる。

【知・技】情報と情報との関係
のさまざまな表し方を理解し
使っている。（(2)イ）

【思・判・表】
・「読むこと」において、観点を明確
にして文章を比較するなどし、文章の
構成や論理の展開、表現の効果につい
て考えている。（C(1)エ）

【態】進んで観点を明確にし
て文章を比較し、学習の見通
しをもって考えたことを文章
にまとめようとしている。



立場を尊重して話し合
おう

5

意見と根拠、具体と抽象な
ど情報と情報との関係につ
いて理解することができ
る。

【知・技】意見と根拠、具体と
抽象など情報と情報との関係に
ついて理解している。（(2)
ア）

【思・判・表】「話すこと・聞くこ
と」において、互いの立場や考えを尊
重しながら話し合い、結論を導くため
に考えをまとめている。（A(1)オ）

【態】進んで互いの立場や考
えを尊重し、学習の見通しを
もって討論しようとしてい
る。

走る。走らない。走ろ
うよ。

2

単語の活用、助詞や助動詞
などの働き、文の成分の順
序や照応など文の構成につ
いて理解することができ
る。

【知・技】単語の活用、助詞や
助動詞などの働き、文の成分の
順序や照応など文の構成につい
て理解している。（(1)オ）

【態】今までの学習を生かし
て、積極的に用言の活用につ
いて理解しようとしている。

「自分らしさ」を認め
合う社会へ

2

本や文章などには、さまざ
まな立場や考え方が書かれ
ていることを知り、自分の
考えを広げたり深めたりす
る読書に生かすことができ
る。

【知・技】本や文章などには、
さまざまな立場や考え方が書か
れていることを知り、自分の考
えを広げたり深めたりする読書
に生かしている。（(3)エ）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、文章を読んで理解したことや考え
たことを知識や経験と結び付け、自分
の考えを広げたり深めたりしている。
（C(1)オ）

【態】本や文章などには、さ
まざまな立場や考え方が書か
れていることを進んで知り、
今までの学習を生かして感想
を伝え合おうとしている。

走れメロス 8

登場人物の言動の意味など
について考えて、内容を解
釈することができる。

【知・技】抽象的な概念を表す
語句の量を増すとともに、類義
語と対義語、同音異義語や多義
的な意味を表す語句などについ
て理解し、話や文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。（(1)エ）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、登場人物の言動の意味などについ
て考えて、内容を解釈している。
（C(1)イ）

【態】登場人物の言動の意味
などについて粘り強く考え、
学習の見通しをもって作品の
魅力を文章にまとめようとし
ている。

一字違いで大違い 1

単語の活用、助詞や助動詞
などの働き、文の成分の順
序や照応など文の構成につ
いて理解することができ
る。

【知・技】単語の活用、助詞や
助動詞などの働き、文の成分の
順序や照応など文の構成につい
て理解する。（(1)オ）

【態】今までの学習を生かし
て、積極的に助詞や助動詞の
働きについて理解しようとし
ている。

描写を工夫して書こう 6

抽象的な概念を表す語句の
量を増すとともに、話や文
章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊か
にすることができる。

【知・技】抽象的な概念を表す
語句の量を増すとともに、話や
文章の中で使うことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。（(1)エ）

【思・判・表】「書くこと」におい
て、表現の効果を考えて描写するな
ど、自分の考えが伝わる文章になるよ
うに工夫している。（B(1)ウ）

【態】粘り強く描写を工夫
し、学習の見通しをもって物
語を創作しようとしている。

言葉３ 1

話し言葉と書き言葉の特徴
について理解することがで
きる。

【知・技】話し言葉と書き言葉
の特徴について理解している。
（(1)イ）

【態】今までの学習を生かし
て、積極的に話し言葉と書き
言葉の特徴について理解しよ
うとしている。

漢字３ 1

言葉がもつ価値を認識する
とともに、読書を生活に役
立て、我が国の言語文化を
大切にして、思いや考えを
伝え合おうとする。

【知・技】第１学年までに学習
した常用漢字に加え、その他の
常用漢字のうち350字程度から
450字程度までの漢字を読んで
いる。また、学年別漢字配当表
に示されている漢字を書き、文
や文章の中で使っている。
（(1)ウ）

【態】学習課題に沿って、積
極的に漢字を読んだり書いた
りしようとしている。

国語の学びを振り返ろ
う

4

意見と根拠、具体と抽象な
ど情報と情報との関係につ
いて理解することができ
る。

【知・技】意見と根拠、具体と
抽象など情報と情報との関係に
ついて理解している。（(2)
ア）

【思・判・表】「話すこと・聞くこ
と」において、互いの立場や考えを尊
重しながら話し合い、結論を導くため
に考えをまとめている。（A(1)オ）

【態】粘り強く国語を学ぶ意
義を考え、今までの学習を生
かしてコピーにまとめてクラ
スで交流しようとしている。

鍵 3

詩を読んで理解したことや
考えたことを知識や経験と
結び付け、自分の考えを広
げたり深めたりすることが
できる。

【知・技】抽象的な概念を表す
語句の量を増すとともに、話や
文章の中で使うことを通して、
語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。（(1)エ）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、詩を読んで理解したことや考えた
ことを知識や経験と結び付け、自分の
考えを広げたり深めたりしている。
（C(1)オ）

【態】詩を読んで理解したこ
とや考えたことを進んで知識
や経験と結び付け、学習課題
に沿って作者のものの見方に
ついて話し合おうとしてい
る。

国語の力試し 3

根拠の適切さを考えて説明
や具体例を加えたり、表現
の効果を考えて描写したり
するなど、自分の考えが伝
わる文章になるように工夫
することができる。

【知・技】類義語と対義語、同
音異義語や多義的な意味を表す
語句などについて理解してい
る。（(1)エ）

【思・判・表】「読むこと」におい
て、文章全体と部分との関係に注意し
ながら、登場人物の設定のしかたなど
を捉えている。（C(1)ア）

【態】今までの学習を生かし
て、それぞれの学習課題に粘
り強く取り組もうとしてい
る。


